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小学校低学年における音楽鑑賞学習についての一考察
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Abstract

ThepurposeofthisstudyistoclarifytherequirementsfOrteachingmaterialsfOrmaking

appreciationactivitiescooperativelearningopportunities，Theauthoranalyzedthe

previouspracticesandsetnewconditionsbasedonthetheoryofcognitionofJ・SBruner、

Then,researcheswereconductedtoclarifytherequirementsltisimportanttoinstruct

studentstodiscussthelinkagebetweenthelanguage-basedimagesandthemusic-based

imageSinordertomakemusicappreciationcooperativelearｎｉｎｇＴｏｄｏｓｏ,itiseffectiveto

limitthemusicpartstobediscussedbasedonthesensｅｏｆsight,andtocomparemusicand

correspondinglanguages．

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：music-basedimage,cooperativelearning,thesenseofsight

的に行うことが難しいとされている5)．そのことは，

未だに課題として残っている．鑑賞の学習として教

材曲を聴かせたあと感想文を書かせることで終わっ

たり，個別に感想を発表して終わったりすることも

少なくない6)のが現状である．

鑑賞の活動が個別のものにとどまっていては「音

楽を聴いてそのよきや楽しきを感じ取るようにす

る7)」という鑑賞の目標が達成できないどころか学

習の価値さえ危ぶまれる．

言語を媒介にし，鑑賞活動を共同で行う「学習」

として成立させ，音楽の楽しさや美しさを感じ取る

ことができるような知識・技能を子どもたちが身に

つけていくようにすることが求められているのであ

る．

１．はじめに

平成20年学習指導要領の中で鑑賞領域における言

語活動の充実が打ち出された')．このことは，中教

審答申にあるように「根拠をもって批評することの

できるような力の育成2)」を目的としているのだが，

それとは別に次の２つのことが内包きれていると考

える．

１つは，学校教育が共同で行われることの価値の

回復であり，もう１つは音楽科教育における鑑賞の

指導の改善である．

学校教育は，同年齢の子どもによる集団で組織さ

れている．その価値の１つは佐藤学が，「学習の仲

間の存在，異質の経験と文化を持ちながら，その経

験と文化を共有し合い成長し合える同僚の存在，そ

れらの人々の存在が，どれほど個人の学習と成長を

励まし，それを豊にするかは，あらためて言うまで

もないだろう3).」と述べているように仲間とのかか

わり，つまり学習が共同で行われていることである．

今回の改定で鑑賞領域における言語活動の充実が打

ち出されたことには，音楽の本質は音を媒体とした

コミュニケーションであるとして，言語による仲間

とのかかわりを重視してこなかったことへの反省が

あるのではないだろうか4)．

もう１つは，鑑賞活動の実態である．鑑賞の行為

そのものが受動的である上に，評価についても客観

２低学年における鑑賞学習

本研究では，言語活動によって音楽から受ける感

じと音楽の要素との関係を子どもが明確にするため

の鑑賞学習に必要な条件を考察する．

小学校低学年において言語を媒介とした交流がど

のような指導過程によって可能となるのかを明らか

にすることが，中学年・高学年での指導に大きくか

かわると考え，低学年を対象とした低学年での指

導内容をざらに抽象化したり交流によって得られる

概念をより広げたりすることが中学年・高学年での
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学習となる．

鑑賞学習については，これまで多くの研究や実践

が行われてきている．その中で低学年における実践

について，最近発表きれた実践8)をもとにその課題

を見いだしてみる．

この実践記録の中で，指導した熊倉は第３学年で

育てたい鑑賞の資質・能力として「楽器の音色を感

じ取る力，旋律を耳で追いながら歌うように聴く力，

音楽のまとまりを捉える力，音楽の要素と曲想のか

かわりを捉える力」の４つの力を挙げている．音色，

旋律，構成，そして曲想の４つである．分析的に聴

くことを通して音楽と曲想のつながりを捉えさせる

という鑑賞学習のねらいとしてきわめて妥当なもの

だと言える．

その指導法として，旋律が聴こえてきたら立つと

いう動作や聴こえてきた音色の楽器の奏法を模倣す

るという動作を行わせている．音楽にあわせてこの

ような動作をさせることで，子どもたちは旋律を演

奏する奏者や伴奏する奏者の思いを感じ取ることが

できるようになっている．動作化の効果が十分に生

かされた実践である．

しかし，この中で子ども同士の交流にかかわる記

述はきわめて少ない子どもの発言を教師が整理し

板書することで，お互いの感じ方を比べることがで

きるようになったという記述のみである．板書され

た発言を見ることで自分以外の感じ方を知ることは

できるが，言葉を媒介として音楽と感じ方とのつな

がりを精査していくところまで発展していない個

人内での聴き取る力や感じる力は動作を通して鋭く

なっているが，それに加え相互交流を行えば今まで

気づかなかった聴き取り方や感じ方を獲得すること

ができるようになるはずであるそこで，ブルー

ナーの認知論に依拠し，低学年における鑑賞学習を

再検討する．

ブルーナーは，表象作用（representation）の発達

には，動作的（enactive)，映像的（iconic)，象徴的

(symbolic）な表象が段階的に変化していくことを

事例をもとに示している．特に，ブルーナーの提示

している事例は，乳児から幼児と10歳未満の子ども

を対象としたもので，低学年の児童を対象とした学

習指導を検討する上で有効だと考える．

そこで，ブルーナーによる発達過程に先ほどの熊

倉の実践を当てはめてみる．この実践では，「旋律

とその反復,変化を感じ取るとともにひとり（ソロ）

とみんな（トゥッテイ）の協奏による響きの対照を

楽しむ9)」というねらいが設定されている．それを

達成きせるために前述のような２種類の身体表現が

行われている．また，身体表現をきせる前に，ソロ

の楽器に着目ざせて音楽を聴かせ，確認のために演

奏している映像が提示きれている．しかし，ここで

提示きれた映像情報は，身体表現によって表現され

た情報以上に，多くの情報が提示されている．身体

表現ではソロの楽器を聴き取ったりその楽器の奏法

を模倣したりと，ソロの楽器の音に気をつけて聴か

せることを意識きせているのに対し，映像による情

報は多くの楽器によって演奏きれていることが視覚

的に提示される．また，指揮者の動きをはじめ，楽

器だけでなく演奏者の動きや表情等，多くの情報が

映し出きれる．したがって，ブルーナーにおける動

作的表象から映像的表象への変化が直接的ではなく

拡散きれてしまっているのである．そのため，象徴

的表象，つまり言語で表現する段階では多くの情報

を言語にしているため，論拠が暖昧となり話し合い

として成立することができなくなってしまうのでは

ないだろうか熊倉実践では感じ取ったことを言語

で表現したものが個人の感想として取り上げられて

いるが，それを吟味したり議論したりすることが行

われていないのはそのためであろう．

子ども一人一人の感じ方を高める上で，熊倉実践

は優れた実践だと言えるが，ざらに「学習」として

成立きせ，それを深めていくためには，教材の提示

方法を検討する必要があるだろう．熊倉実践をもと

に，以下のような要素が考えられる．

鑑賞活動で子どもたちに提示できる情報には音楽

に限らず映像や言語もある．しかし，情報を限定せ

ず多岐にわたって提示すると，感想をもつにいたる

論拠は増えるが，学習となった場合，論拠が暖昧に

なり個人的な感想を述べるだけにとどまってしまう

危険を孕むこととなる．したがって，情報の限定が

論拠を明確にする上で必要である．

また，音楽における鑑賞学習では当然，教材とし

て音楽を提示しなくてはならないしかし，それは

時間の経過にしたがって消えてしまう．音楽のどの

部分で何を感じたのか，どんなことに気づいたのか

を明確にしなくては議論させることができない．時

間の経過と音楽との連動を視覚化することが音楽の

提示には必要である．

つまり，提示する情報を限定し，議論の対象とす

るところが指定できるようにすることで論拠を明確

にすることができ，鑑賞活動を「学習」にすること

ができるようになるのである．

３本研究の目的と方法

本研究の目的は,言語を媒介として鑑賞活動を｢学

習」とするために必要な教材の提示にかかわる条件
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を明らかにすることである．そこで，前述の条件に

基づいた研究実践とその分析を行い，それらを明ら

かにしていく．

研究実践は，小学1年生を対象とした「ようすを

おもいうかべて」という題材である．2009年９月に

熊本市立春曰小学校で実践し，ビデオ撮影による授

業記録を中心に子どもの記述とあわせて分析を行っ

た．

つの学校，森，お花畑

していたこと：勉強，運動会の練習，休んでる，

部活動，友達をつくっている，蜜を吸っている，蜜

を家に持って帰っている

これらは，黒板に板書し，いつでも確認できるよ

うにした

次に，イメージ化したものを音楽に合わせて身体

表現をきせた．言語によるイメージを動作によって

具体化するための活動である．子どもたちは，発表

したものの中から身体表現するものを選択し，曲の

各部分に応じた表現をした

次の段階では，具体化したイメージと音楽とのつ

ながりを吟味していくことになる．４つの部分から

なる教材曲を部分ごとに色が変わるようにしておき，

音楽の各部が視覚を通して区別できるようにしたも

のを提示した板書された場所や行為がどの部分に

該当するかを発表きせたすると，同じ音楽の部分

に合う行為として｢休んでいる｣｢部活動をしている」

という相反するイメージが出てきた．これは，色を

もとにイメージ化したことによるものである．新た

な情報として色を提示したことで．音楽と色とをつ

なげて聴くに止まらず，音楽を捨象して色の情報と

行為とを関連づけたことによるものだと考えられる．

さて，そこで同じ音楽に対して相反する行為が合

致するというのはおかしいことではないかと子ども

たちに問い返した．そして，該当部分の音楽だけを

取り出して聴かせ，再度確認させた．すると，「『休

んでいる』が合ってる」と一斉に声をあげた音楽

と行為との関連を確認したようである．この部分の

音楽は，なめらかでだんだんゆっくり静かになって

いく部分であり，激しく動いているようには感じら

れない部分である．このことを契機に色を捨象し，

音楽と行為との関連に視点を絞り吟味していくよう

になった．

そこで，「どうして部活動は合わないの？」と問う

てみたが，音楽を言語化する経験が少ないためか

｢だって休んでるんだもん」という回答があり，それ

以上は発展しなかった．

「友達をつくっている」と合う部分の音楽を問う

たとき，「ピンク」と発言した子どもに対して，「何

で」｢何で」という応答が広がった．ピンクの部分は

明るくはずむような音楽である．しかし，「何で」と

問われた子どもは黙ってしまったやはり，音楽を

表現する言葉をもたないあるいは，音楽の表現の仕

方が分からないようであったもう一度その部分の

音楽を聴かせ確かめさせた．「あつ’『友達をつくっ

てる」だ」という別の子どもの発言に，他の子ども

たちも賛同したどうして，「友達をつくってる」に

４．学習の実際

(1)題材の目標

音や音の重なりの美しきおもしろさを感じ取るこ

とができる．

(2)教材

本研究で取り扱った教材曲は「『ぶんぶんぶん』に

よるみつばちのぽうけん｣'o)である．これは，歌唱

教材「ぶんぶんぶん」を主題とした変奏曲である．

４つの部分からなり，演奏する楽器の数，楽器の種

類，演奏方法が各部分で異なり，同じ旋律でありな

がら違った感じを受ける曲である．

対象学級では，７月までに「ぶんぶんぶん」を教

材曲として歌唱の学習をしており，子どもたちは何

度も耳にしたり歌ったりしてきた楽曲である．した

がって，「ぶんぶんぶん」の歌詞の内容をイメージ化

することも経験しており，動作化，映像化させやす

い楽曲である．

ざらに，本教材曲は変奏曲であるため，楽曲をス

トーリーとしてとらえやすい．子どもたちが楽曲を

自分の経験に引きつけ，変奏の各部分を異なる映像

としてイメージをもちやすい

(3)教材の提示

そこで，教材曲にかかわる情報とする映像には，

動画・静止画のいずれも用いないこととした．歌詞

をもとにしたイメージ化を経験しているため，動作

による表象を行うことでイメージ化される表象があ

る程度限定きれると考えたからである．

しかし，変奏曲の各部分の境界は明確にしておか

ないと音楽を論拠とするときに混乱してしまう．そ

こで，音楽に合わせて画面の色が変わるようにし，

黒板に投影するようにした音楽の相違を色の言語

を用いて表現することができるようにしたのである．

(4)授業の展開

まず，曲名を知らせた上で「みつばちがどこで何

をしたのか聴いてみましょう.」と問い,音楽を聴か

せ，それをもとにイメージ化きせた．最初の聴取で

子どもたちがイメージ化したものは次の通りである．

行ったところとして発想したもの：学校，はちみ
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Ｎ￣で，下…「一丁…Ｔ７－“鼠一匹璽
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ぶんぶんぶんはちがとぶ

ひとりはさびしい友だちさがそう

ぶんぶんぶんはちがとぶ

ぶんぶんぶんはちがなく

お花がないからはちみつとれない

ぶんぶんぶんはちがなく

ぶんぶんぶんＩまちおどる

おいけのまわりで友だちみつけた

ぶんぶんぶんＩまちおどる

ぶんぶんぶんはちねむる

たくさんあそんでおなかもいっぱい

ぶんぶんぶんはちねむる

ぶんぶんぶんはちおこる

おなかがすいたよはちみつたべたい

ぶんぶんぶんはちおこる

ぶんぶんぶんみつたべる

お花にたくさんはちみつみつけた

ぶんぷんぷんみつたべる

Ⅲ

Ｉ

Ⅵ
）
■

･凹庁

２

－－誼」

＜

３図'１音楽と行為の対応を整理する板書

合うのかを問うたが，やはり回答はなかった．

その後，板書した各部分での行為と音楽とのつな

がりを確認するために音楽を聴かせたすると，曲

の途中で「ここはやっぱり仲良しだ．だって音が大

きいもんねえ」と発言し友達に同意を求める子ど

もがいた．そこで曲を聴かせた後「音の大きさはど

うでしたか」と問うと別の子どもが「ぜんぜんち

がっていた」と発言した友達の発言をもとに，音

の大きさを分析の視点にもち各部分ごとの違いを聴

き取ることができるようになった

次に行ったのは，言葉によるイメージと音楽によ

るイメージとが対応できるようになったかどうかの

評価である先の子どもたちの発言で音楽の感じと

行為とを対応できるようになったかどうかを確かめ

るのである

「ぶんぶんぶん」の歌詞を替え，右上のように６番

までつくったもの''）を４つの部分からなる教材曲

｢みつばちのぼうけん」と対応させる４つの部分

の音楽に対し歌詞は６番までと２つ多い６番まで

の歌詞を書いた紙を児童に配布し音楽とつながらな

い歌詞２つを選択させることで，音楽の感じをつか

むことができるようになったかどうかを確かめるよ

うにした．

この６つの歌詞の中で，明らかに音楽と合致しな

いものは，５番の「おこる」というものである弾

んだりなめらかになったりする教材曲の４つの部分

からは怒るという感じは受けない．

しかし，結果は29名中５名が音楽に当てはまるも

のとして「おこる」を選択していた

そこで，「怒る」あるいは「怒られる」場面を発表

させ，怒るときの声の強さとスピードを確かめさせ

た．その後，「おこる」があてはまると感じた部分の

音楽を聴かせたところ「ねむる」が合うと多くの子

どもたちが言い出したなぜ，「ねむる」が合うのか

を問うと，「優しい感じがした」「静かだった」「きれ

いな音だった」という発言が出てきたそれらの発

言により，５名の子どもたちも「怒る」が音楽には

合わないことに納得したこの評価における鑑賞に

ついては，はじめに動作的表象を捨象して聴かせた

」
■ｑ

５

６

ため，音楽に合わない「おこる」を選択したのであ

り，その後の動作的表象によって具体的に様子を表

現させたことにより音楽と行為の言葉とを結びつけ

ることができたのであるこのことから動作的表象

を通すことによって，歌詞の言葉をより確実に具体

化することができると言える．つまり，低学年に

とって身体表現は具体的なイメージをもたせる上で，

たいへん重要な方法だということである

５．考察

以上のことから次の３点が鑑賞活動を言語を媒介

として「学習」とするための条件として必要である

ことが考えられる

(1)議論の対象なる部分の限定

音楽は時間の経過にしたがって表現され'l頂次消え

てしまう．また，音楽はいくつかの部分から形成さ

れていることが多い.そのため，授業の中で議論す

る場合，音楽のどの部分からわかったのか感じたの

かを限定しなくてはならない．そうしなければ，子

どもの発言はそれぞれの感想として扱わざるを得ず，

議論することはもちろん，感想を確認することすら

暖昧なものとなることが多かったまた，そうなら

ないように音楽の部分を確認するためにこれまで行

われてきた方法としては，楽譜の提示があるしか

し，楽譜はそれを読む技能が必要であり，確認のた

めに楽譜を提示することは，それを読み取る技能を

有していることが学習に参加する条件となってしま

－８２－
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のようなことなのか，音楽の聴取によって確認する

活動を授業の中で行うことも必要であろう．そうす

ることで，子どもたちへの一般化を図り，他の教材

曲でもそのことがあてはまるのかどうかを確かめ，

音楽の要素とそれを表す言葉とをより強固につなぐ

ことができるようになる．音楽の要素を表現する言

葉も他の２種類の表現のように使うことができるよ

う，段階的系統的に指導していくことが必要である．

う．楽譜の読み取りの技能がなくとも学習に参加で

きるようにしなくてはならない．

今回は，音楽の各部分に対応して色が変わるよう

に提示したことで，音楽を限定することができ，１

年生でも音楽とそれに対応する「感じ」とを確認す

ることができた．このような単純な記号の提示によ

り，音楽を限定することが鑑賞活動を「学習」とし

て成立させるためには必要である．

ただし，今回用いた色を記号とする方法では，色

がイメージ化するための情報源となってしまった．

音楽と行為のつながりをつかませることをねらいと

した授業においては不必要な情報である．音楽の部

分を限定するための記号として何が適切なのか，授

業のねらいをもとに検討しておかなくてはならない

(2)音楽を表現する言葉の峻別

言葉を媒介とすることで「学習」は成立する．鑑

賞活動において何を表現するために言葉を用いるの

かということを検討しておくことも必要である．

本研究では，行為に関する言葉と音楽から得られ

る感じを表現する言葉とを用い，両者の相関を確認

する活動を通して「学習」の成立を図った行為に

関する言葉は子どもたちも曰常的に用いており，言

葉からすぐにその言葉が表す行為を映像として思い

浮かべることができる．しかし，音楽を表す言葉に

はその音楽を形成する要素（音色や音高，音の長さ

等）も，また音楽を聴取することから得られる感じ

も言葉として表現される．子どもがこの２つを峻別

して表現しようとすることは少ないしたがって，

教師が授業の中でこれらを整理し提示することが必

要である．今回の子どもの発言をみても，それらが

混在して表現されている．それらを峻別しなくては，

発言に齪酪をきたし「学習」が成立しなくなる危険

がある．

ただし，中には，「静かだった」のように峻別し

にくいものがあるのも確かである．したがって，可

能な限り峻別したり，段階的に峻別できるよう音楽

と言葉とのつながりを確かめていったりするような

指導が必要だろう．

(3)音楽の要素を言葉で表現

子どもたちの発言をみると，行為の表現，音楽か

ら得た「感じ」の表現，そして，音楽の要素の表現

の３種類のうち，明らかに少ないのは音楽の要素の

表現である．１年生だから少ないのは当然であるが，

それでも「音が大きい」という発言のように音の

大きさ異なる楽器（音色）の組み合わせ等，１年

生でも理解できる要素はある．そのような表現がで

きるように計画的な指導を行わなくてはならない．

子どもが発言した「音が大きい」ということはど

注

１）文部科学省平成20年小学校学習指導要領第１章

総則第４指導計画の作成等に当たって配慮すべき

事項２－(1)

「言語に対する関心や理解を深め，言語に関する能力

の育成を図る上で必要な言語環境を整え，児童の言語活

動を充実すること」とある．

２）中央教育審議会答申２００８「幼稚園，小学校，中学校，

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善に

ついて」ｐ9４

３）佐藤学１９９６「カリキュラムの批評」世織書房ｐ、

１３９

４）文部科学省平成20年中学校学習指導要領解説音

楽編教育芸術社ｐ2l

ここでは，音楽は楽譜によって共有したり伝えたりし

てきたこと．それを書き表したり読み解いたりするこ

とで音楽の理解を深めてきたこと．楽譜や記譜を媒介

として言葉による交流によって多種多様な音楽への理

解をうながし，音楽文化の継承・発展を可能にすること

が述べられている．

５）下井田純子・上田啓子２００６「鑑賞授業におけるワー

クシートの機能とその見方一『動物の謝肉祭』を教材に

－」学校音楽教育研究VoL10日本学校音楽教育実践

学会ｐｌ３８

６）森昭子２００９「｢楽しい』の中に「音楽』を」教育音楽

小学版４月号音楽之友社ｐ７３他，多くの実践記録

に見られる．

７）文部科学省平成11年小学校学習指導要領第２章

各教科第６節音楽

８）熊倉佐和子２００９「音楽を聴く力を育てる」教育音

楽小学版４月号～７月号音楽之友社ｐ７１

９）前掲書教育音楽小学版５月号音楽之友社p70

10）橋本祥路作曲平成16年文部科学省検定済教科書

小学生のおんがく１教育芸術社ｐ36

11）松田昌２００８「マサさんの鍵ハモ講座第５回ぶん

ぶんぶん～いろんなはちがとぶ～」教育音楽小学版５

月号ｐ５９に筆者が補作した

－８３－
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